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９月23日に、みつかわ夢の丘公園において、秋まつり
が行われました。やすらぎコンサート、三川っ子による
パフォーマンス、三川地区食のイベント等が行われ、
天候にも恵まれ、たくさんの家族連れでにぎわいま
した。
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◎
議
決
し
た
主
な
議
案

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
主
な
も
の
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の

た
め
に
、
5
億
9
1
0
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額

は
、
3
3
3
億
7
7
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
職
員
退
職
手
当
基
金
積
立
金
 …
1
億
8
0
0
0
万
円

●
工
業
立
地
奨
励
補
助
金 

 …
…
…
2
3
9
0
万
円

●
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
費
補
助
金
 …
2
2
5
9
万
円

●
国
県
補
助
額
決
定
に
伴
う
各
種
建
設
事
業
費
の
変
更

 
 

 …
…
…
…
△
1
億
9
6
8
6
万
円

　

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
補
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
白
雲
荘
指
定
管
理
委
託

　

期　

間　

平
成
30
年
度
〜
平
成
35
年
度

　

限
度
額　

5
5
0
0
万
円

条
例
（
主
な
も
の
）

●
袋
井
市
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
々

が
お
互
い
を
尊
重
し
、
共
生
で
き
る
地
域
社
会
を
目

指
し
て
、
手
話
へ
の
理
解
及
び
普
及
に
関
す
る
基
本

理
念
を
定
め
る
と
と
も
に
、
市
の
責
務
、
市
民
等
の

役
割
を
明
ら
か
に
し
、
手
話
に
関
す
る
施
策
を
推
進

す
る
た
め
、
新
た
な
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
個
人
住
民
税
の
均
等
割
及
び
所
得

割
の
非
課
税
の
所
得
基
準
を
10
万
円
引
き
上
げ
、
基

礎
控
除
等
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
た
ば
こ
税

の
税
率
を
3
段
階
で
引
き
上
げ
る
等
の
見
直
し
を
行

う
た
め
、
一
部
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認 

●
袋
井
市
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
袋
井
市
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

9月定例会

一
般
会
計
な
ど
10
会
計
の
決
算
は
、
す
べ
て
認
定

　

市
議
会
は
、
9
月
定
例
会
を
9
月
3
日
か
ら
28
日
ま
で
の
26
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
平
成
29
年
度
一
般
・
特

別
・
企
業
各
会
計
決
算
認
定
を
含
む
21
議
案
と
4
件
の
報
告
、
議
員
か
ら
袋
井
市
議
会
基
本
条
例
の
一
部
改
正
及
び

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
3
議
案
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
・
承
認

し
ま
し
た
。
な
お
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
16
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

※
債
務
負
担
行
為
と
は

一
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年
度
で
終
了
し
な
い
場
合
に
、
議
会
の

議
決
を
経
て
、
そ
の
期
間
と
限
度
額
を
定
め
て
お
く
制
度
で
す
。

袋井市手話言語条例制定袋井市手話言語条例制定
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【特別会計】特定の事業に使われる予算で、国民健康保険など7会計あります。

【企業会計】公共の福祉を目的に経営する独立採算の会計です。
会計名 予算額 決算額 執行率

水 道 事 業
収益的収支

事 業 収 益 17億7,500万円 17億8,021万円 100.3％
事 業 費 用 15億9,800万円 15億6,626万円 98.0％

資本的収支
資本的収入 3億3,700万円 3億2,940万円 97.7％
資本的支出 8億6,100万円 8億4,396万円 98.0％

病 院 事 業
収益的収支

事 業 収 益 16億2,060万円 15億6,511万円 96.6％
事 業 費 用 16億2,060万円 15億4,888万円 95.6％

資本的収支
資本的収入 2億2,700万円 2億2,500万円 99.1％
資本的支出 3億3,300万円 3億3,006万円 99.1％

会計名 予算額 歳入決算額 歳入
執行率 歳出決算額 歳出

執行率

国民健康保険 94億 600万円 94億5,410万円 100.5％ 91億8,667万円 97.7％
後期高齢者医療 6億9,200万円 6億8,623万円 99.2％ 6億8,164万円 98.5％
介 護 保 険 54億2,400万円 54億2,656万円 100.0％ 53億1,029万円 97.9％
公共下水道事業 21億8,200万円 21億6,163万円 99.1％ 21億1,356万円 96.9％
農業集落排水事業 2,090万円 2,269万円 108.5％ 1,966万円 94.1％
駐 車 場 事 業 6,200万円 5,901万円 95.2％ 5,568万円 89.8％
墓 地 事 業 1億5,000万円 1億4,078万円 93.9％ 1億3,947万円 93.0％

【一般会計】予算額335億1,143万円
支出済額 327億 729万円
執行率（予算対比）  97.6%

平成29年度各会計別決算状況

歳入 歳出

災害復旧費 829万円

市民税
62億9,549万円

固定資産税・
都市計画税
80億3,369万円

その他の市税
8億5,279万円

国県支出金
64億 949万円

市債
40億1,570万円

地方交付税
25億1,466万円

地方消費税
交付金

16億1,918万円

その他
42億3,871万円

民生費
92億8,563万円

公債費
32億 877万円

教育費
51億4,704万円

衛生費
49億6,972万円

土木費
34億6,301万円

消防費
22億2,663万円

農林水産業費 7億1,271万円

商工費 3億3,246万円 議会費 2億3,819万円
労働費 8,814万円

総務費
30億2,670万円

収入済額 339億7,971万円
執行率（予算対比） 101.4%

※公債費…市が借り入れた地方債の元利償還金

※金額と割合は、それぞれ1万円未満と小数点以下第2位を四捨五入して記載しています。
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市政に対する 一般質問
問 

消
防
団
員
の
費
用
弁
償
は
ど
の
よ
う

な
基
準
に
よ
り
支
給
し
て
い
る
か
。

答 

費
用
弁
償
に
つ
い
て
は
、
条
例

の
規
定
に
よ
り
支
給
し
て
い
る
が
、

こ
の
中
で
市
長
が
認
め
た
活
動
に
つ

い
て
は
、
式
典
、
分
団
内
打
ち
合
わ

せ
、水
利
点
検
な
ど
が
対
象
と
な
り
、

毎
月
提
出
さ
れ
る
活
動
報
告
書
に
基

づ
き
対
応
し
て
い
る
。
各
分
団
に
よ

り
活
動
内
容
の
考
え
方
に
違
い
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
に
つ
い
て
は
活

動
回
数
の
考
え
方
を
分
団
に
周
知
を

図
り
、
支
給
し
て
い
き
た
い
。 

問 

法
律
の
改
正
で
、
消
防
自
動
車
の
運

転
が
規
制
さ
れ
た
が
、
消
防
車
両
の
運
転

に
支
障
は
な
い
か
。

     

答 

現
状
に
お
い
て
は
2
名
の
団
員

が
規
制
の
対
象
と
な
る
が
、
今
後
、

準
中
型
免
許
取
得
に
つ
い
て
の
補
助

制
度
を
創
設
し
て
い
き
た
い
。

問 

お
も
て
な
し
ゾ
ー
ン
の
構
想
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 

愛
野
駅
南
側
周
辺
を
国
際
色
豊
か

な
交
流
ゾ
ー
ン
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
多

文
化
交
流
エ
リ
ア
な
ど
も
県
に
提
案
し

て
い
る
。
ま
た
、
エ
コ
パ
に
近
接
す
る

結
婚
式
場
を
借
り
上
げ
、オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
式
の
カ
フ
ェ
の
設
置
な
ど
に
つ
い

て
も
併
せ
て
県
に
提
案
し
て
い
き
た
い
。

村
井 

勝
彦 

議
員

問 

今
後
、
指
定
管
理
を
受
け
な
い
と
宇

刈
自
治
会
で
は
結
論
が
出
た
が
、
市
の
運

営
方
針
は
。

答 

施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は

基
本
的
に
市
が
行
う
ほ
か
、
施
設
使

用
料
の
減
免
範
囲
を
広
げ
る
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
身
近
で
、

気
軽
に
利
用
で
き
る
「
大
き
な
公
会

堂
」
へ
転
換
し
て
い
き
た
い
。

問 

小
6
と
中
3
を
対
象
に
4
月
に
実
施

さ
れ
た
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
本

市
の
取
り
組
み
は
。

答 

小
・
中
学
校
国
語
A
・
B
、
算
数
・

数
学
A
・
B
、
理
科
の
10
科
目
全
て
に

お
い
て
全
国
平
均
正
答
率
を
下
回
る
結

果
と
な
っ
た
。
新
学
習
指
導
要
領
に
対

応
す
る
授
業
改
善
を
通
じ
て
、
本
市
の

児
童
生
徒
の
学
力
の
底
上
げ
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

問 

本
市
の
来
年
度
に
向
け
て
の
意
気
込

み
は
。

答 

総
務
省
の
通
知
に
よ
り
、
返
礼
割

合
を
3
割
以
下
に
し
て
い
る
。
今
年
度

の
目
標
額
を
上
回
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
魅
力
的
な
返
礼
品
と
し
て
空
き
家

の
解
体
、
市
営
墓
地
の
永
代
使
用
権
、

農
業
体
験
な
ど
を
返
礼
品
に
加
え
、

貴
重
な
財
源
と
し
て
よ
り
多
く
の
ふ

る
さ
と
納
税
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
。

山
田 

貴
子 

議
員

消
防
団
の
課
題
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
は

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
取
り
組
み
は

宇
刈
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

ふ
る
さ
と
納
税

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

非常招集演習

宇刈いきいきセンター
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問 

南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
発
生
の
可
能
性

が
高
ま
っ
た
場
合
、
気
象
庁
が
臨
時
の
情

報
を
発
表
す
る
が
、
避
難
勧
告
等
を
出
す

検
討
を
さ
れ
て
い
る
か
。

答 

臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場

合
、
実
際
に
い
つ
地
震
が
発
生
す
る

の
か
、
ま
た
、
避
難
生
活
が
ど
れ
く

ら
い
続
く
の
か
、
不
確
か
な
た
め
、

ど
う
い
う
条
件
で
発
令
が
可
能
か
検

討
を
進
め
て
い
る
。

問 

商
業
地
区
の
事
業
推
進
に
つ
い
て
大

幅
に
遅
れ
て
い
る
感
が
あ
る
が
、
商
業
施

設
の
誘
致
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答 

現
在
、
業
務
代
行
予
定
者
が
建

物
の
大
き
さ
や
配
置
計
画
な
ど
の
調

整
を
行
っ
て
い
る
。
出
店
業
者
の
公

表
は
、
2
0
2
0
年
2
月
頃
と
伺
っ

て
い
る
。

問 

遠
州
鉄
道
（
株
）
が
運
行
す
る
法
多

線
廃
止
に
伴
う
一
般
利
用
者
へ
の
対
応

は
。答 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を

代
替
案
と
し
て
考
え
て
い
る
。
具
体

的
な
運
行
方
法
は
、
現
在
の
バ
ス
路

線
の
時
刻
表
に
基
づ
き
、
予
約
が

あ
っ
た
場
合
の
み
、
決
め
ら
れ
た
路

線
の
既
存
バ
ス
停
留
所
で
昇
降
す
る

方
式
で
の
運
行
を
考
え
て
い
る
。

戸
塚 

文
彦 

議
員

問 

市
長
は
来
年
夏
ま
で
に
、
全
教
室
に

設
置
す
る
方
針
を
示
し
た
が
、
国
の
予
算

の
確
保
、調
査
設
計
に
も
時
間
が
必
要
で
、

単
年
度
の
導
入
に
は
困
難
が
予
測
さ
れ

る
。
整
備
方
針
、
優
先
順
位
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

答 

児
童
及
び
生
徒
の
健
康
面
か

ら
、
全
校
の
全
教
室
を
一
斉
に
整
備

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
使

用
頻
度
や
時
間
、
財
政
的
負
担
等
を

勘
案
し
、ま
ず
は
幼
稚
園
の
保
育
室
、

小
・
中
学
校
の
普
通
教
室
を
優
先
的

に
整
備
し
て
い
き
た
い
。

問 

整
備
に
向
け
て
の
課
題
は
。

答 

浅
羽
中
学
校
は
2
0
2
0
年
度

か
ら
2
年
間
か
け
大
規
模
改
修
工
事

を
予
定
し
て
お
り
、
仮
設
校
舎
及
び

改
修
後
の
北
校
舎
、
新
校
舎
に
エ
ア

コ
ン
を
整
備
す
る
。
山
名
小
学
校
の

オ
ー
プ
ン
教
室
は
間
仕
切
り
を
設
置

す
る
な
ど
し
て
対
応
し
た
い
。

問 

年
々
投
資
的
経
費
へ
回
せ
る
額
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
財
源
の
手
当
て

を
ど
う
す
る
の
か
。

答 

国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
い
く
た

め
、
9
月
の
臨
時
国
会
で
の
補
正
予
算
の

状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
事
業
費
の
算
出
と

設
計
を
並
行
し
て
行
い
な
が
ら
直
接
発
注

方
式
を
基
本
に
進
め
て
い
く
。
国
の
補
助

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
リ
ー
ス
方
式

ま
た
は
、
普
通
交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利

な
地
方
債
を
活
用
し
た
単
独
費
で
の
整
備

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

高
橋 

美
博 

議
員

南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
対
策
は

バ
ス
路
線
の
廃
止
に
伴
う
対
応
は

袋
井
駅
南
ま
ち
づ
く
り
事
業
は

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の

課
題
は

法多山バス停

扇風機の設置されている教室
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市政に対する 一般質問
問 

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
か
ら
白
雲
荘
継
続
利

用
の
陳
情
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
今
後
、

何
年
活
用
が
可
能
な
の
か
。

答 

物
理
的
寿
命
は
65
年
で
あ
り
、

耐
震
上
も
問
題
は
な
く
、
あ
と
20
年

は
使
え
る
。
今
後
、
設
備
の
機
能
低

下
の
確
認
や
不
具
合
な
箇
所
を
適
切

に
修
繕
し
、
利
用
形
態
を
把
握
し
な

が
ら
、
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問 

人
件
費
な
ど
を
削
減
し
、
ま
た
、
新

た
に
利
用
者
負
担
を
求
め
、
こ
れ
ま
で
の

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
指
定
管
理
料

1
8
0
0
万
円
を
1
1
0
0
万
円
に
減
額

し
て
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
指
定
管
理
を
求
め

て
行
く
の
は
問
題
で
は
な
い
か
。

答 

市
の
支
援
、
協
力
を
前
提
に
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
利
用
者
の
視
点
を
活

か
し
、
1
1
0
0
万
円
で
指
定
管
理

を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
ご

理
解
い
た
だ
い
た
。

問 

県
内
23
市
中
最
も
低
い
障
害
者
雇
用

率
2
・
26
%
と
な
っ
て
い
る
。
早
急
に
改

善
す
べ
き
だ
。

答 

法
定
雇
用
率
2
・
5
%
を
下
回

る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ

り
、
市
と
し
て
恥
ず
べ
き
こ
と
と
思

う
。
今
後
、
市
が
障
害
者
雇
用
に
対

し
て
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
行
く
存

在
と
な
る
よ
う
、
積
極
的
に
行
動
し

て
い
き
た
い
。

大
庭 

通
嘉 

議
員

問 

幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
等
に
ク
ー

ラ
ー
を
設
置
す
る
が
、
避
難
所
と
な
っ
て

い
る
小
・
中
学
校
の
体
育
館
に
も
設
置
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

体
育
館
な
ど
に
空
調
設
備
が
な

い
場
合
に
は
、
避
難
者
の
体
調
不
良

も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

ク
ー
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
教
室

の
利
用
に
つ
い
て
、
学
校
管
理
者
と

調
整
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問 

市
で
は
、
自
転
車
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
指
針
を
定
め
て
推
進
し
て
い
る

が
、
自
転
車
保
険
の
加
入
な
ど
も
含
め
、

施
策
を
よ
り
理
想
に
近
づ
け
る
た
め
、
条

例
を
制
定
す
べ
き
で
は
。

答 
県
で
も
、
現
在
、
条
例
の
制
定

を
予
定
し
て
い
る
。
市
民
も
対
象
と

な
る
こ
と
か
ら
、
県
条
例
の
内
容
に

つ
い
て
、
高
い
関
心
を
払
っ
て
見
て

い
き
た
い
。

問 

本
市
で
も
、
人
体
や
農
作
物
等
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
外
来
生
物
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
今
後
の
対
応
は
。

答 

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
、
耕
作
者

に
早
め
の
防
除
徹
底
を
お
願
い
し
、

ミ
ド
リ
ガ
メ
は
、
水
稲
等
の
被
害
や

生
態
系
に
も
影
響
が
あ
る
た
め
、
今

後
、
定
期
的
に
調
査
を
行
い
、
他
の

自
治
体
の
駆
除
方
法
も
参
考
に
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

佐
野 

武
次 

議
員

自
転
車
の
安
全
利
用
に
関

す
る
条
例
の
制
定

今
後
の
白
雲
荘
の
利
用
は

障
害
者
雇
用
の
推
進
を

外
来
生
物
へ
の
対
応

避
難
所
へ
の
空
調
施
設
の
設
置

白雲荘

ジャンボタニシとミドリガメ
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問 

今
後
本
市
の
求
め
る
職
員
像
は
。

答 

人
口
減
少
社
会
、
財
政
運
営
の

確
立
、
I
C
T
の
進
展
な
ど
の
社
会

変
化
に
対
応
し
、
い
か
に
活
力
あ
る

地
域
を
つ
く
り
、
市
民
に
貢
献
で
き

る
か
。
重
ね
て
、
課
題
解
決
の
た
め

に
政
策
を
立
案
し
、
実
行
し
、
成
果

を
出
す
職
員
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え

る
。
さ
ら
に
、
今
後
の
業
務
の
推
進

に
あ
た
り
、
チ
ー
ム
全
体
で
取
り
組

む
こ
と
と
あ
わ
せ
、
個
人
が
持
っ
て

い
る
能
力
を
よ
り
活
か
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
求
め
ら
れ
て
く

る
と
考
え
て
い
る
。

問 

長
野
県
塩
尻
市 

地
方
創
生
協
働

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ミ
チ
カ

ラ
」
を
参
考
に
し
た
職
員
研
修
が
本
市
で

も
で
き
な
い
か
。

答 

「
ミ
チ
カ
ラ
」
は
民
間
企
業
と

職
員
と
の
交
流
事
例
と
し
て
大
変
参

考
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
も
実

施
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問 

友
好
関
係
の
都
市
と
政
策
上
及
び
市

民
交
流
等
の
明
確
な
交
流
目
的
に
関
す
る

覚
書
を
締
結
す
る
べ
き
で
は
。

答 

行
政
課
題
が
多
様
化
し
て
い
る
現

在
に
お
い
て
、
自
治
体
間
や
官
民
で
の

連
携
が
よ
り
一
層
重
要
な
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た
友
好
関

係
を
活
か
し
た
政
策
連
携
も
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

伊
藤 

謙
一 

議
員

問 

昨
年
度
予
定
価
格
5
0
0
0
万
円
以

上
の
入
札
結
果
で
は
、
落
札
率
99
%
以
上

の
も
の
が
多
く
、
異
常
で
は
な
い
か
。

答 

99
%
以
上
の
入
札
は
、
全
て
4

社
以
上
の
競
争
に
よ
り
公
平
か
つ
公

正
に
執
り
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
必

ず
し
も
異
常
な
傾
向
を
示
し
て
い
る

も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問 

入
札
予
定
価
格
を
下
回
る
の
が
1
業

者
と
い
う
結
果
も
多
く
、他
の
業
者
と
は
、

か
な
り
の
入
札
額
の
差
が
あ
る
。
業
者
間

の
競
争
性
が
乏
し
い
の
で
は
な
い
か
。

答 

入
札
金
額
の
積
算
に
つ
い
て

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
業
者
が
積
み
上
げ
、

判
断
さ
れ
る
も
の
で
、
結
果
は
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
予
定
価
格
を
下
回
る

業
者
が
1
社
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

が
、
明
確
な
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
、

適
正
な
競
争
が
行
わ
れ
た
結
果
と
認

識
し
て
い
る
。

問 

難
聴
が
認
知
症
の
要
因
と
し
て
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

補
聴
器
購
入
に
市
と
し
て
も
助
成
を
検
討

で
き
な
い
か
。

答 

補
聴
器
購
入
の
給
付
は
、
障
害

者
総
合
支
援
法
に
基
づ
い
た
制
度
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
申
請
を
案
内
し
、
公
的

な
給
付
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
対
応
し

て
い
き
た
い
。

浅
田 

二
郎 

議
員

入
札
制
度
の
改
善
を

難
聴
者
の
支
援
を

ス
ー
パ
ー
公
務
員
育
成

都
市
間
交
流

姉妹都市ヒルズボロ市からの訪問

障がい者福祉係の窓口
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市政に対する 一般質問
問 

認
知
症
な
ど
成
年
後
見
制
度
が
必
要

な
人
の
発
見
や
適
切
で
必
要
な
支
援
に
対

し
、
相
談
機
能
や
後
見
人
支
援
機
能
な
ど

を
整
備
す
る
、
本
市
の
権
利
擁
護
支
援
の

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ど
の
よ
う
に

構
築
し
て
い
く
の
か
。

答 

磐
田
市
な
ど
近
隣
市
や
福
祉
、

医
療
や
弁
護
士
な
ど
の
専
門
職
団
体

な
ど
と
広
域
で
の
構
築
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問 

来
年
の
夏
は
、
各
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
エ
ア
コ
ン
の
き
い
た
部

屋
や
ス
ペ
ー
ス
を
高
齢
者
用
に
用
意
し
て

は
ど
う
か
。

答 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
高

齢
者
の
集
い
の
場
、
交
流
の
場
と
し

て
、
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
の
よ
う
な
形

で
安
全
で
快
適
に
開
か
れ
る
よ
う
進

め
て
い
き
た
い
。

問 

ア
ク
セ
ス
実
績
と
今
後
ど
の
よ
う
な

も
の
を
対
象
と
し
て
加
え
、
さ
ら
に
二
次

利
用
を
い
か
に
具
体
化
さ
せ
て
い
く
の
か

方
針
を
伺
う
。

答 

平
成
29
年
5
月
に
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ
サ
イ
ト
を
開
設
以

来
、
1
1
1
項
目
5
5
7
件
の
デ
ー

タ
を
公
開
し
、
ア
ク
セ
ス
件
数
も

7
万
件
余
あ
っ
た
。
今
後
も
民
間

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

岡
本 

幹
男 

議
員

問 

今
年
の
夏
の
熱
中
症
が
原
因
と
思
わ

れ
る
救
急
搬
送
の
状
況
は
ど
う
か
。

答 

6
月
か
ら
8
月
ま
で
の
熱
中
症

疑
い
に
よ
る
救
急
搬
送
者
は
、
35
人

と
、
こ
こ
数
年
ほ
ぼ
横
ば
い
傾
向
に

あ
る
。
7
割
が
成
人
・
高
齢
者
で
、

搬
送
さ
れ
た
場
所
も
屋
内
と
屋
外
で

ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。

問 

本
市
の
子
ど
も
た
ち
の
「
自
己
肯
定

感
」
や
「
自
尊
感
情
」
の
実
態
は
ど
う
か
。

答 

学
習
状
況
調
査
結
果
で
は
、
小

中
学
校
全
体
と
し
て
「
自
尊
感
情
」

が
高
い
と
評
価
で
き
、
自
己
有
用
感

の
育
成
を
主
眼
と
し
た
「
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
」
の
成
果
と
捉
え
て
い

る
。

問 

全
日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会
を

市
の
活
性
化
に
活
用
で
き
な
い
か
。

答 

本
大
会
を
発
信
し
、
地
域
を
活

性
化
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
活
用

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
事
業
実
施
の
可
能
性
を
探
る

た
め
、
今
大
会
で
学
生
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
た
。
今
後
も
本
大
会

P
R
に
努
め
た
い
。

近
藤 

正
美 

議
員

成
年
後
見
制
度
の
推
進
を

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用
を

熱
中
症
疑
い
に
よ
る

救
急
搬
送
の
状
況
は

高
齢
者
の
熱
中
症
対
策
を

子
ど
も
た
ち
の

学
習
環
境
の
実
態
は

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会
で

市
の
活
性
化
を

浅羽東コミュニティセンターのロビー

救急車
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問 

本
プ
ラ
ン
の
具
体
的
な
推
進
の
状
況

は
ど
う
か
。

答 

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
教
室
等
を
実
施

中
で
あ
る
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、

来
年
度
3
校
増
や
し
9
校
で
実
施
予

定
、
今
後
全
て
の
学
校
に
設
置
す
る

取
り
組
み
が
必
要
、
目
標
達
成
に
向

け
鋭
意
努
力
し
た
い
。

問 

救
護
所
の
イ
ン
フ
ラ
、
自
家
発
電
、

蓄
電
池
、
水
源
の
確
保
な
ど
の
対
策
は
万

全
か
。

答 

救
護
所
は
緊
急
輸
送
路
沿
い
に

設
置
、
橋
梁
の
耐
震
化
、
車
両
の
通

行
を
確
保
、
非
常
用
給
水
タ
ン
ク
等

を
設
置
、
4
カ
所
に
蓄
電
設
備
付
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
整
備
、
他
3

カ
所
に
は
蓄
電
池
は
な
く
投
光
器
付

発
電
機
等
で
対
応
し
た
い
。

問 

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
形
成

の
た
め
に
地
域
の
実
情
を
把
握
し
た
上

で
、
地
域
の
方
々
と
の
間
で
協
議
・
調
整

が
必
要
で
あ
る
。
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る

予
定
が
あ
る
か
。

答 

自
主
運
行
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
、
地
域
の
協
働
バ
ス
な
ど
を

ミ
ッ
ク
ス
し
て
、
よ
り
効
果
的
に
な

る
よ
う
に
地
域
の
皆
さ
ま
と
よ
く
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

木
下   

正 

議
員

問 

現
在
有
効
活
用
さ
れ
、
市
財
政
に
も

貢
献
し
て
い
る
市
有
地
の
貸
与
は
、
市
民

に
と
り
マ
イ
ナ
ス
で
は
。

答 

複
合
施
設
建
設
に
よ
る
袋
井
駅

北
の
に
ぎ
わ
い
や
、
袋
井
駅
南
北
の

交
流
拠
点
の
創
出
が
な
さ
れ
る
こ
と

を
考
慮
す
る
と
、
本
市
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
の
要
素
が
多
い
と
考
え
て
い
る
。

問 

中
学
生
未
来
会
議
で
、
中
学
生
た
ち

が
修
学
旅
行
先
で
袋
井
を
宣
伝
し
た
い
旨

の
発
言
や
政
策
提
案
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ

を
後
押
し
す
る
色
々
な
グ
ッ
ズ
を
市
で
用

意
で
き
な
い
か
。

答 
市
が
そ
う
い
う
グ
ッ
ズ
を
用
意

し
て
、
生
徒
が
自
主
的
に
や
っ
て
く

だ
さ
る
の
で
し
た
ら
、
そ
の
こ
と
は

意
義
が
あ
る
と
思
う
。

問 

避
難
経
路
や
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
場

所
、
要
支
援
者
の
輸
送
手
段
確
保
、
避
難

場
所
の
確
定
が
で
き
な
い
場
合
、
策
定
の

公
表
は
遅
ら
せ
て
よ
い
の
で
は
。

答 

避
難
経
由
所
の
選
定
と
、
避
難

先
市
町
と
の
受
け
入
れ
自
治
会
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
完
了
し
た
段
階
で
、

袋
井
市
原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画

の
公
表
を
し
て
い
き
た
い
。

竹
野 　

昇 

議
員

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン

の
取
り
組
み
は

駅
北
口
市
有
地
貸
与
は

市
民
に
マ
イ
ナ
ス

廃
止
バ
ス
路
線
、
今
後
の
対
策
は

避
難
地
、
避
難
所
、
救
護
所

へ
の
取
り
組
み
は

中
学
生
を
後
押
し
す
る

事
業
化

原
発
災
害

広
域
避
難
計
画
策
定

デマンドタクシー

袋井駅前駐車場
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市政に対する 一般質問
問 

造
成
工
事
着
手
の
条
件
と
し
て
年
間

9
万
ト
ン
の
間
伐
材
な
ど
の
燃
料
調
達
先

の
確
保
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
見

通
し
は
つ
い
た
の
か
。

答 

現
時
点
で
は
目
標
に
届
い
て
い

な
い
た
め
、
10
月
末
を
め
ど
に
事
業

者
が
県
内
の
林
業
業
者
と
必
要
量
の

確
保
に
向
け
た
調
整
、
県
へ
の
事
前

説
明
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問 

燃
料
調
達
に
お
い
て
県
内
産
比
率
を

高
め
、
地
域
密
着
型
の
運
営
を
目
指
す
と

し
て
い
る
が
計
画
は
ど
う
か
。

答 

当
初
計
画
で
は
県
内
外
産
の
未

利
用
材
等
が
約
7
割
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
な
ど
か
ら
輸
入
す
る
ヤ
シ
殻
が
約

3
割
と
な
っ
て
い
る
。
1
0
0
%
未

利
用
材
を
使
う
の
は
理
想
だ
が
、
開

設
6
年
後
に
は
輸
入
材
を
1
割
以
下

と
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

問 

7
月
の
改
正
健
康
増
進
法
の
成
立
を

受
け
、県
は
受
動
喫
煙
防
止
条
例
（
仮
称
）

制
定
を
目
指
し
て
い
る
が
、
市
の
対
応
は

ど
う
か
。

答 

今
回
の
法
改
正
を
た
ば
こ
に
よ

る
健
康
被
害
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考

え
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、
さ

ら
に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
対
策
に

つ
い
て
、
市
の
条
例
制
定
も
含
め
て

考
え
て
い
き
た
い
。

寺
田 　

守 

議
員

問 

女
性
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
取
り

組
み
は
。

答 

女
性
の
視
点
か
ら
の
防
災
講
座

や
、
県
や
N
P
O
法
人
が
行
う
防
災

研
修
な
ど
を
周
知
し
て
、
防
災
活
動

に
か
か
わ
る
女
性
の
視
野
を
広
げ
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問 

災
害
発
生
時
の
外
国
人
居
住
者
や
外

国
人
観
光
客
の
避
難
誘
導
や
安
全
確
保
に

向
け
た
情
報
発
信
の
体
制
は
。

答 

外
国
人
居
住
者
が
災
害
発
生
時

に
適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
シ
ス
テ
ム
充
実
や

メ
ロ
ー
ね
っ
と
の
多
言
語
化
対
応
を

検
討
し
て
い
る
。
外
国
人
観
光
客
が

避
難
情
報
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

多
言
語
表
記
に
よ
る
案
内
の
充
実
、

や
さ
し
い
日
本
語
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
翻
訳
ア
プ
リ
の
活
用
に
よ
る
意

思
疎
通
な
ど
を
観
光
施
設
や
宿
泊
施

設
に
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

問 

袋
井
駅
北
口
市
有
地
活
用
事
業
計
画

案
に
お
い
て
、
ま
ち
な
か
の
駐
車
場
計
画

が
あ
る
が
、
駅
利
用
者
や
来
街
者
に
と
っ

て
利
便
性
が
図
ら
れ
る
計
画
で
あ
る
か
。

答 

駅
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
複
合

施
設
の
利
用
者
や
駅
前
商
店
街
で
飲

食
、
買
い
物
を
さ
れ
る
方
な
ど
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
、
回
遊

性
が
生
ま
れ
、
駅
前
地
区
の
活
性
化

に
も
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。

森
杉 

典
子 

議
員

小
笠
山
山
麓
の

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
誘
致

受
動
喫
煙
防
止
対
策
へ
の
対
応

地
域
の
防
災
力
向
上
の          

取
り
組
み
は

ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

市役所前の喫煙スペース

袋井駅前から続く商店街
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問 

成
人
式
を
い
つ
開
く
か
。
ま
た
移
行

初
年
の
2
0
2
2
年
度
は
、
成
人
が
例
年

の
3
倍
と
な
る
。会
場
の
確
保
は
ど
う
か
。

答 

成
人
式
の
開
催
は
、
慣
習
に
よ

り
各
自
治
体
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
実
施
し
て
お
り
、
民
法
の
施
行

に
合
わ
せ
て
成
人
式
の
対
象
を
18
歳

と
す
る
考
え
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、

高
校
3
年
生
の
1
月
と
い
う
受
験

シ
ー
ズ
ン
と
重
な
り
、
参
加
率
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
参
加

し
や
す
い
時
期
へ
の
変
更
が
必
要
と

な
る
。
ま
た
、
移
行
初
年
度
で
は
、

18
、
19
、
20
歳
を
対
象
と
し
た
式
典

を
実
施
し
た
場
合
、
約
5
4
0
0
人

の
新
成
人
と
そ
の
ご
家
族
が
参
加
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
エ
コ
パ
ア
リ
ー

ナ
は
約
1
万
人
の
収
容
人
数
が
あ
り

会
場
と
し
て
は
問
題
な
い
が
、
運
営

面
で
の
工
夫
が
必
要
と
な
る
。
全
国

的
な
動
向
や
近
隣
市
の
検
討
状
況
を

参
考
に
、
今
後
の
成
人
式
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

問 

検
針
業
務
効
率
化
の
た
め
、
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
の
導
入
の
考
え
は
。

答 

東
京
都
や
横
浜
市
な
ど
で
、
実

証
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
段
階
で
あ

り
、
高
額
な
メ
ー
タ
ー
機
器
、
シ
ス

テ
ム
構
築
、
中
継
局
の
設
置
や
計
測

デ
ー
タ
の
管
理
方
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
る
。
実
証
実
験
の
進
捗

や
他
市
町
の
導
入
状
況
な
ど
の
情
報

収
集
に
努
め
て
い
き
た
い
。

戸
塚 

哲
夫 

議
員

問 

全
国
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
数

は
、
二
極
化
し
て
い
る
。
ク
ラ
ウ
ン
メ
ロ

ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
負
け
組
に
入
ら
な
い

た
め
の
方
策
及
び
支
援
は
ど
う
か
。

答 

コ
ー
ス
沿
道
で
の
お
も
て
な

し
、
ゴ
ー
ル
後
の
ク
ラ
ウ
ン
メ
ロ
ン

の
提
供
等
は
好
評
を
得
て
い
る
。
今

後
は
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
連
携
し
知

恵
を
出
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

問 

公
会
堂
避
難
所
は
市
指
定
避
難
所
の

位
置
付
け
で
は
な
い
。
物
資
の
配
給
、
情

報
提
供
な
ど
避
難
所
と
し
て
不
利
に
な
る

こ
と
は
な
い
か
。

答 

公
会
堂
避
難
所
に
は
市
支
部
員

の
配
置
は
な
い
が
、
避
難
所
運
営
に

つ
き
、
市
指
定
避
難
所
と
の
基
本
的

な
違
い
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問 

磐
田
市
・
浜
松
市
で
は
、
市
歌
が
カ

ラ
オ
ケ
配
信
さ
れ
て
い
る
。
袋
井
市
歌
も

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て

カ
ラ
オ
ケ
配
信
は
ど
う
か
。

答 

著
作
権
に
よ
り
市
歌
の
利
用
範

囲
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
カ
ラ
オ
ケ

配
信
は
、
目
的
外
利
用
と
な
り
、
楽

曲
管
理
会
社
や
著
作
権
協
会
と
の
協

議
も
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
版
権
使

用
料
も
多
額
で
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

田
中 

克
周 

議
員

成
人
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
う

課
題

水
道
事
業
の
今
後
の
課
題

市
歌
の
カ
ラ
オ
ケ
配
信
を

マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム
の
今
後
は

公
会
堂
避
難
所
の
扱
い

平成29年袋井市成人式

第29回クラウンメロンマラソン大会
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平
成
29
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
各
決
算
を
は
じ
め
、平
成
30
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計

補
正
予
算
、条
例
制
定
な
ど
の
議
案
を
、各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

●平成29年度一般会計歳入歳出決
算認定～企画費～

　自転車通行空間整備事業につい
て、袋井駅近辺のモデル路線での事

業の検証をされたということだが、どの
ような課題が浮かび上がって、どのよう
に整理されたのか。また、整理された事
項について、自転車を活かしたまちづく
りにどのように活かしていくのか。

　警察、県土木事務所、国土交通省
浜松河川事務所と協議の上で整備を

進め、この地域に合った試みを模索した
が、整備後の評価としては、矢羽根（や
ばね）について、マークの大きさや形
状、蛍光ラインの塗装など、改良した方
がいいという意見も多く寄せられたが、
地域住民からは、継続して整備を実施し
てほしいという意見をいただいた。

●平成30年度一般会計補正予算（第
2号）～防災費～

　家庭内家具等転倒防止推進事業
で、今年100世帯分を追加するとい

うことだが、当初、何件くらいを想定
し、現在の実施率がどの程度進んでお
り、次年度以降、どのような計画で事業
を進めていくのか。

　本年度の予算では、60世帯を見
込んでいたが、100世帯追加して、

計160世帯を予定している。来年度以降
も家庭内の家具等転倒防止について、引
き続き推進していきたい。

総 務 委 員 会

●平成30年度一般会計補正予算（第
2号）～債務負担行為補正～

　指定管理委託において、笠原老人
福祉センター、笠原児童館、白雲荘

の枠組みを分けた理由は。

　これまで社会福祉協議会が受託者
となり施設管理を行っていたが、白

雲荘は、施設の老朽化に伴う機能移転に
ついてシニアクラブ袋井市の検討委員会
と協議する中で、施設の継続、使用を強
く望む意向を受け、シニアクラブ袋井市
自身が指定管理者として自立した施設運
営を行うこととなった。
　笠原老人福祉センターと笠原児童館
は、同和対策事業の一環で施設整備を
行った成り立ちがあり、引き続き社会福
祉協議会にお願いしていく。

●袋井市手話言語条例の制定について

　市民等の役割に、市民とろう者を
分け、ろう者に別の役割を定めた理

由は。

　この条例の制定には、平成28年
度から市の身体障害者福祉会の聴覚

障害部を中心とした条例検討委員会と協
議を重ねてきた。その中で、ろう者の皆
さんから、手話に対しては一般の人より
知識があり、手話の実践者としての役割
を明確にし、手話の普及に積極的な役割
を果たしたいという強い思いを伺い、規
定した。

民生文教委員会

通行帯を走る自動車

議場での手話同時通訳
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 　今年初夏の猛烈な暑さは、「災害」といわれ
るまでの異常さであった。学校教室において
も、文部科学省が適温基準とする28℃を大幅に
超え、教育環境が著しく悪化した。教育環境が
悪化するだけでなく、熱中症等による生命の危
険さえ危ぶまれる状況である。
　来年の夏までに、全教室にエアコンを設置す
ることは喫緊の課題である。
　本市の普通教室のエアコン設置率は、小学校
で4.8%、中学校では1.2%（平成29年4月現在
の文部科学省調査）と極めて低い。
　本市において、全教室への設置には10億円と
いう多額の費用を要する。
　よって、本市議会は、エアコン設置に関し
て、国・県に対して次の事項を強く要望する。

1　学校施設環境改善交付金の必要額の確保と  
 補助率の引き上げやリースへの対象拡大。
2　県独自の補助率の支援。

衆・参両議院議長、内閣総理大臣、文部科学大臣、
財務大臣、静岡県知事、静岡県教育委員会あて

普通教室へのエアコンの設置に
支援を求める意見書

ゴルフ場利用税の堅持を求める意見書

　ゴルフ場利用税は、都道府県税として納付さ
れ、その7割がゴルフ場の所在市町村にゴルフ
場利用税交付金として交付されている。その規
模は、平成28年度決算額は、全国で325億円に
ものぼる。
　ゴルフ場利用税は、ゴルフに関連した行政サー
ビスを提供することはもちろん、地方の行政経営
における貴重な財源となっていることに加え、ゴ
ルフ場は、スポーツや観光などの地域振興として
も大きな可能性を秘めた地域の大切な資源である
ことから、ゴルフ場との共存共栄の路を歩んでい
きたいと考えている。
　これらの実情を御賢察いただき、是非とも現
行制度を堅持していただくよう強く要望する。

衆・参両議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、
財務大臣あて

意見書（要旨）

●平成29年度一般会計歳入歳出決
算認定 ～地方創生推進費～

　世界に飛び出せメイドイン袋井推
進事業について、今後の展開は。

　クラウンメロンの販売に関して
は、昨年度香港、台湾などへ海外展

開し、メディアの露出が増え、国内の知
名度、ブランド力がアップしていると思
われる。
農業者の収入としては、昨年度クラウン
メロン支所全体の売り上げが平成28年
に約34億円、平成29年に約34億1,400
万円、またクラウンメロンの加工商品
は、規格外クラウンメロンとして出荷さ
れているものが多く、平成28年に約53
トンが、平成29年に約150トンとかな
り増えており、農業者の収入につながっ
ていると思われる。
また、一定の販路開拓はできてきたの
で、今後は市としてできる範囲で協力し
ていきたい。

●平成29年度一般会計歳入歳出決
算認定 ～老人福祉費～

　シルバー人材センターとタスカル
ネットワークの今後の連携は。

　現在は、働き甲斐のある仕事を
やりたい高齢者が増えているなど、

3Days Worker`s 0ffice構想の実現に向
け、タスカルネットワークにおいて具体的
な作業を行っているので、平成32年度以
降はシルバー人材センターと一つになっ
て、高齢者雇用の推進を図っていく。

建設経済委員会

クラウンメロン
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植物油インキを
使用しています

再生紙を使用しています

　ラグビーの得点を知っていますか。トライは、相
手チームのゴールの地面にボールをつけることで、
５点入ります。トライ後のキック（コンバージョン
キック）は２点となり、その他のキック（ペナル
ティキックやドロップキック）は３点となります。
　ラグビーは、とても激しいスポーツです。だか
ら正しく、ルールを守って戦う「フェアプレーの
精神」が必要だと言われています。

市役所５階議場及び各委員会室
午前９時から
11月26日（月）  開会、議案の説明
12月 4日（火）  市政に対する代表質問
　 5日（水）  市政に対する一般質問
6日（木）  市政に対する一般質問
7日（金）  市政に対する一般質問

　10日（月）  議案の審査（常任委員会）
　11日（火）  議案の審査（常任委員会）
　12日（水）  議案の審査（常任委員会）
　20日（木）  委員長報告～採決、閉会

※変更する場合もあります

場　所
時　間
日　程

　地方自治体の目的は住民の福祉の増進であるが、待機児童数は増える、生活保護の捕捉率や就学援助
の交付率は極めて低い、など平成29年度の行財政運営は不十分であった。一方、工業立地奨励補助金、
産業立地事業費補助金などの過度な企業優遇措置をはじめ企業利益優先、企業依存の政策が見受けられ
る。また、都市計画税12億6,900万円余の収入のうち、事業に使われているのは10.3％のみで、目的税
であることを鑑みれば改善すべきだった。以上のことから反対する。

　歳入決算額は339億7,900万円余、歳出決算額は327億700万円余である。ここから繰越明許費繰越額
を除いた実質収支額は12億7,200万円余であり、確実に黒字が確保されている。予算現額に対する執行
率も歳入101.4％、歳出97.6％で、適切な執行がなされていると判断する。財政健全化判断比率も、実
質赤字比率、連結実質赤字比率も黒字であり、本市の財政状況は健全であると判断する。以上のことか
ら賛成する。

ラグビーを 知 うろ ! 11月市議会定例会のお知らせ

討論（主なもの）平成29年度一般会計決算認定に対して

議案に対する議員の賛否

No.67

市議会

袋井で観られるのは、

４年に一度じゃない。

一生に一度だよ。

反　対

（広報委員：山田貴子）

浅田二郎議員（日本共産党）

賛　成 山田貴子議員（新生ふくろい）

○:賛成  ×:反対  △:棄権  －:欠席または除斥〈議長(髙木清隆)は、採決に参加しません。〉

賛否が分かれた議案
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平成30年度袋井市一般会計補正予算(第2号)について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
平成29年度袋井市一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
平成29年度袋井市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
平成29年度袋井市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
平成29年度袋井市水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○


